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　「久賀のなむでん踊保存会」
　 文部科学大臣表彰
　２月 16日、久賀のなむでん踊保存会から、文部科学
大臣賞表彰の報告がありました。これは、永年にわたり、
山口県指定無形民俗文化財「久賀のなむでん踊」の保
存と継承に尽力し、地域文化の振興に貢献した功績が
認められたものです。
　「久賀のなむでん踊」は、江戸時代から続く虫送り行
事で、昭和 51年には山口県指定無形民俗文化財に指定
されました。保存会の藤井俊司会長は、「できれば子ど
もたちに参加してもらって続けていきたい」と想いを
語りました。

　エコツーリズムの拠点に

　２月 16 日、地家室園地活用推進協議会の設立会議
が開催され、地家室園地の整備概要や活用計画、管理
運営の全体図について説明がありました。
　地家室園地は、ニホンアワサンゴを始めとする周防
大島の豊かな自然環境を満喫できる、環境学習やエコ
ツーリズムの拠点施設として、環境保全活動など、さ
まざまな取組を展開していきます。

【Ｐ８ちょび塩クイズ答え　③】　
手術になる前の段階で、病気の悪化を食い止めたいものです。

▲設立会議の様子

▲受賞の報告をする「久賀のなむでん踊保存会」の皆さん
（右から大谷正夫さん、藤井俊司会長、藤本町長、西本芳隆
さん、西川教育長）
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